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日当たり施工量の補正対象としているのは，□□部分のみである。�

１

２

はじめに

国土交通省では，公共工事の積算において標準

的な工事価格が算定できるよう，実態調査を行

い，その結果を反映した各種積算基準を整備して

います。

東日本大震災の被災３県（岩手県，宮城県，福

島県）では，早期復興に向け大規模な復旧・復興

事業が推進されており，工事量の増大による資材

やダンプトラック等の不足などで，日当たり作業

量が低下しています。

このため，国土交通省では被災３県における現

場状況を反映した専用の積算基準（復興歩掛）を

新たに策定し，平成２５年１０月１日以降に入札する

工事から適用することとしました。

また，被災３県および仙台市においても，同様

の取り組みが実施されます。

本稿では，被災３県用の積算基準について，そ

の概要を紹介します。

復興歩掛の概要

� 土木工事標準歩掛

土木工事標準歩掛は，土木請負工事費の積算に

用いる標準的な施工条件における単位施工量当た

り，もしくは日当たりの労務工数，材料数量，機

械運転時間等の所要量（歩掛）について工種ごと

にとりまとめたものです。

被災３県における「土工」および「コンクリー

ト工」に関係する作業において，日当たり作業量

の低下を確認したため，「土工」および「コンク

リート工」に関係する３２工種について，日当たり

作業量を１０％低減させました。

� 土工における補正内容

道路工事や河川工事で行われる，バックホウに

よる土砂の掘削積込およびダンプトラックで運搬

された土砂の，敷均し締固めまでの一連の土工作

業（図―１）について，被災３県ではダンプトラ

ック不足等により，必要とする土量の確保や土砂

搬出に伴う運搬作業量が低下しています。それに

伴い，一連で作業を実施するバックホウによる積

込作業，土の敷均し締固め作業が作業待ちにより

日当たり作業量（施工効率）が低下している状況

が発生しています。そのため，現場の実態に合わ

「東日本大震災の被災地で適用する
積算基準」の策定について
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図―１ 土工における日当たり作業量の補正対象
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せ土工に関係する３工種（表―１）の日当たり作

業量を１０％低減させています。

� コンクリート工における補正内容

土木構造物の施工に係る準備から養生までの一

連のコンクリート打設作業（図―２）全般につい

て，被災３県ではコンクリート不足等により，現

場において必要とするコンクリートが確保できな

い状態が続いており，コンクリート打設作業（養

生含む）の作業効率が低下している状況が発生し

ています。このため，現場の実態に合わせコンク

リート工に関係する２９工種（表―２）の日当たり

作業量を１０％低減させています。

� 施工パッケージ単価（復興パッケージ単価）

施工パッケージ型積算方式については，現在使

用している６３の施工パッケージに加え，平成２５年

１０月１日から１４６の施工パッケージが適用開始と

なり，合計２０９の施工パッケージとなっていま

す。

今回，「土工」および「コンクリート工」に関

係する３２パッケージについて，日当たり作業量を

低減させた東日本大震災の被災３県専用の単価を

策定しました。単価については「東日本大震災の

被災地で適用する施工パッケージ型積算方式標準

単価表」として，国土技術政策総合研究所ホーム

ページに掲載しています（http : //www.nilim.go.

jp/lab/pbg/theme/theme2/theme_sekop.htm）。

おわりに

日当たり作業量の低下により，積算において

は，作業の所要日数が増え，それにより労務費，

機械経費などが増加します。

今回，被災３県においては施工実態調査の結果

に基づき，日当たり作業量の補正を行いました。

引き続き，今後も実態調査を実施し，施工現場

の実態を反映した歩掛の整備・改定を推進して参

ります。

表―１ 土工補正対象工種

番号 工種名

１ 機械土工（土砂・超ロングアームバックホウ土工）
２ 土の敷均し締固め工
３ 土工（砂防）

表―２ コンクリート工補正対象工種

番号 工種名

１ コンクリート法枠工
２ コンクリートブロック積工
３ コンクリートブロック張工
４ 緑化ブロック積工
５ 現場打擁壁工
６ 排水構造物工
７ 発泡スチロールを用いた超軽量盛土工
８ 函渠工（構造物単位）
９ 鋼管矢板基礎工
１０ コンクリート工
１１ 消波根固めブロック工
１２ 消波工
１３ 護岸基礎ブロック工
１４ コンクリート工（砂防）
１５ コンクリート舗装工
１６ ローラ転圧コンクリート舗装工（RCCP工）
１７ 橋梁補強工
１８ 橋梁地覆補修工
１９ 共同溝工
２０ 橋台・橋脚工
２１ 鋼橋床版工
２２ ポストテンション桁製作工
２３ PC橋架設工
２４ ポストテンション場所打ホロースラブ橋工
２５ ポストテンション場所打箱桁橋工
２６ RC場所打ホロースラブ橋工
２７ PC橋片持架設工
２８ 石積（張）工
２９ プレビーム桁製作工（現場）

図―２ コンクリート工における日当たり作業量の
補正対象
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